様式３６　災害状況報告書
（あれば文書番号）
						○○年○○月○○日
（宛先）
　埼玉県知事　

○○市○○町○丁目○番○号
○○学校設置者
学校法人　○○学園
理事長　　○○○○

災害状況報告書

（専修学校の場合、以下を使用）　※使用しない根拠は削除すること
　○年○月○日に発生した下記の災害により被害を受けましたので、私立学校法第１５２条第１項で準用する同法第６条の規定に基づき下記のとおり報告します。
（各種学校の場合、以下を使用）　※使用しない根拠は削除すること
　○年○月○日に発生した下記の災害により被害を受けましたので、私立学校法第１５２条第２項で準用する同法第６条の規定に基づき下記のとおり報告します。
記
１　災害の内容　　○月○日の台風による被害
２　被害の状況
　（１）人的被害（別紙１）
　　・○○時点で生徒等○名、教職員○名の被害状況を把握
　（２）物的被害（別紙２）
　　・床下浸水（〇〇棟、○○棟）
　　・床上浸水（○○棟、○○棟）
　　・○○○○の倒壊
３　今後の措置
４　その他参考事項



（別紙１）人的被害等に関する報告

１　被害の状況
							　　（○○年○○月○○日現在）
	
　　　　　　被害状況


学校名

	生徒等の数
	教職員の数

	
	死亡
	行方不明
	負傷
	計
	死亡
	行方不明
	負傷
	計

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	




２　生徒等への援護措置状況
							　　（○○年○○月○○日現在）
	援護措置の名称
	援護の内容
	対象生徒等
の数

	
	
	○○人

	
	
	○○人

	
	
	○○人


　　　※「援護の内容」欄については、「授業料の免除」、「学用品の支給」等、具体的に記入してください。


（別紙２）物的被害等に関する報告

　災害名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罹災年月日　　　　　　　　　

							　　（○○年○○月○○日現在）
	学校名
	

	学生・生徒等の数（被災時の数）
	

	建物の延べ面積
	

	被害状況
	
	被害区分
	面積
	金額

	
	建物
	全壊
建物が全壊、流失消失、埋没等のため新築復旧を要する状態
	



	

	
	
	半壊
全壊には至らないが、建物が傾斜し、柱・梁・小屋組等が棄損したもので、傾斜直し・歪み直し又は補強を行った程度では復旧できず、解体して建て直しをする必要がある状態。
	




	

	
	
	大破以下
　上記以外の被害により補修を要する状態
	

	

	
	
	小計
	
	

	
	土地
	
	
	

	
	
	被害対象物
	件数・点数
	金額

	
	工作物
	（被害工作物名）
	
	

	
	設備
	
	
	

	合計金額
	

	災害融資申込またはその希望の有無
	



１　学校別に作成すること。
２　土地の被害区分は、例えば土砂流出、流入、石垣崩壊等の別を記入する。

